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コンピュータで「人口ピラミッド」を作ろう！

昨年実施された国勢調査を所管する総務省

統計局のWebページを見ると，2005年10月1日

現在，我が国の人口は１億2776万人で，１年

前より約２万人減少したと報じている。この

人口減少は，第２次世界大戦後，我が国で初

めて見られた社会現象である。

その一方で，世界の総人口は約65億人とな

り，アジアやアフリカの発展途上国を中心に

「人口爆発」と呼ばれる急激な人口増加が進

んでいる。

日本の人口の減少は，年金・医療・福祉等

の社会保障や労働問題など，様々な方面に影

響を及ぼすことが予想される。また，世界人

口の急激な増加も，資源やエネルギーの問題

を始めとして，食料や環境など様々な分野に

深刻な影響をもたらすことが懸念されている。

このようなことから人口問題は，現代世界

が抱える地球的課題の一つと言えよう。

そこで，本稿では，人口問題に対する生徒

の興味・関心を高め，社会的事象を多面的・

多角的に考察させる学習指導の工夫例として，

コンピュータソフトウェアを使って，性別・

年齢別人口構成のグラフ（以下「人口ピラミ

ッド」という｡)を作成する方法と教材化の視

点について述べる。人口ピラミッドは，生徒

に過去や現在，或いは将来の人口構成の特徴

等を理解させるのに大変効果的であり，人口

構成の推移から考察される様々な社会的課題

を導くのにも適した教材である。

１ 人口ピラミッドの作り方

(1) データの収集

世界の国々や我が国の人口動態につい

ては，総務省統計局のWebページ，『世

界国勢図会』，『日本国勢図会』などが

参考になる。鹿児島県に関する資料につ

いては，県庁Webページの電子県庁統計

データが参考になる。これらからまず人

口についての基本的データを収集する。

【参考になるWebページの紹介】

(2) データの入力

図１のように，男・女別に五歳年齢別

人口のデータを入力する。ここでは，総

務省統計局が発表した2005年３月時点の

日本の『人口推計月報』に基づき人口ピ

ラミッドを作成してみる。

＜ステップ１＞

年齢区分をそのまま[０－４]と入力す

総務省統計局 http://www.stat.go.jp/

鹿児島県庁 http://www.pref.kagoshima.jp/index.html
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ると，表計算ソフトが日付と解釈して実行

してしまうので，この列は，【セルの書式

設定】で，【文字列】に設定する。

＜ステップ２＞

男性の横棒グラフを女性の横棒グラフと

反対方向に向けるために男性の各年齢層の

人数に－(マイナス)をつける。このままで

は，男性側の目盛がマイナス表記になって

しまうので，マイナス表示を消して，分か

りやすく表示したい。そのためには，次の

ように設定の変更を行う。

(3) 人口ピラミッドの作成

＜ステップ３＞

図１

図１のＢ上にマウスポインタを当てて左クリッ

クするとＢ列が指定される。そのまま右クリック

して，【セルの書式設定】→【表示形式】→

【分類】→ 【文字列】 → 【OK】をクリック｡

図１の[列Ｃ行４]上にマウスポインタを当てて

左クリックし，そのまま[列Ｃ行21]までドラッグ

するとマイナス表示のデータが指定される。

→【セルの書式設定】→【表示形式】→【分類】

→【ユーザー定義】 → 【種類】 → 「0;0」

を指定する。「0;0」と入力してもよい。

→【OK】をクリック｡

図１の[年齢],[男],[女]のデータ範囲を

指定する(マウスポインタを[列Ｂ行３]に

あてて[列Ｄ行21]までドラッグ)。次に，

メニューバーのグラフウィザードのアイコ

ンをクリックする｡（図２）

これで人口ピラミッドの原型ができる。

＜ステップ４＞

原型では横棒の間隔が大きいので，密着

させる処理を行い，人口ピラミッドらしい

形に整える｡(図３)

図３

図２

【標準】タブの【グラフの種類】から【横棒】を

選び，【積み上げ横棒グラフ】をクリックする。

→ 【次へ】 → 【データ範囲】の表示が出るが，

そのまま【次へ】 → 【タイトルとラベル】で

タイトルに「日本の人口ピラミッド(2005年)」，

縦軸に「年齢」,「横軸」に「千人」と, それぞれ

入力する。 → 【次へ】 → 【オブジェクト】を

選択し，【完了】をクリック。

グラフの横棒の上にマウスポインタを当てて右

クリックする。 → 【データラベルの書式設

定】 → 【オプション】 → 【棒の間隔】が,

150になっているので０にする。
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＜ステップ５＞

最後に，[年齢],[目盛],[凡例]などの

配置等の修正を行い，人口ピラミッドを

見やすくする。まず，図３中の[年齢]の

文字を図４のように変更する。

次に，図３では，縦軸の目盛が十歳刻

みになっているので，図１の五歳年齢別

人口データに対応して五歳刻みにする。

また，中心軸の目盛を左の縦軸に移し，

フォントも小さくする。

さらに，図３では，人口ピラミッドの

背景が灰色になっているので，見やすく

するために，背景を白色に変更する。

図３の[年齢]にマウスポインタを当てて，

右クリックする。

→ 【軸ラベルの書式設定】

→ 【フォント】を９ポイントに変更。

→ 【配置】90°を０°に変更。

→［年齢］をドラッグして，グラフの左上に

ドロップする｡（［凡例］も同様にして変更する。）

図４ 完成した人口ピラミッド

これで，図４のような人口ピラミッド

が完成する。作成した人口ピラミッドは，

横棒の色を変えたり，グラフの縮小や拡

大などが簡単にできるという利点がある。

多くの統計資料を基にして，様々な人口

ピラミッドを作ってみたい。

２ 教材化の視点

(1) 教材としての人口問題の柔軟性

人口問題の教材化を考える視点として，

まず，『中学校学習指導要領』から考え

てみる。人口問題は，次のように位置付

けられている。

ここでの学習は，我が国の地域的特色

を人口の面から追究し，理解させること

を主なねらいとしている。例えば，世界

には人口の増減や移動などに伴う様々な

人口問題がみられる中で，我が国の場合

は世界に類をみない速さで少子化，高齢

化が進んだことに伴う課題に直面してい

ることを考えさせたい。また，世界的視

野で見ると，日本全体が人口集中地域に

＜地理的分野＞
大項目 (3) 世界と比べて見た日本

(ｲ) 人口から見た日本の地域的特色

図３の目盛の数字のところ（項目軸）にマウスポ

インタを当てて右クリックする。

→ 【軸の書式設定】 → 【目盛】

→ 【目盛ラベルの間隔】２を１にする。

(目盛が五歳ごとになり，図１に対応する形になる。)

同様にして，目盛の位置とフォントを変更する｡

→ 【軸の書式設定】 → 【パターン】

→ 【目盛ラベル】下端/左端にチェックを入れる。

（これで，年齢の目盛は，左の縦軸に移る。）

→ 【軸の書式設定】 → 【フォント】で目盛の

フォントを８ポイントにする。

※ 横軸［単位：千人］も，上記の方法でフォントや配置を

変更して，見やすくする。

図３の横棒の外の領域(プロットエリア)に，

マウスポインタを当てて右クリックする。

→ 【プロットエリアの書式設定】

→ 【パターン】 → 【領域】白をチェック

→ 【OK】をクリック。
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なっているようにみえるが，国内では平

野部に多くの人口が集中し，過密・過疎

地域がみられることなども，とらえさせ

たい。その際，学習指導要領には「一つ

又は二つの事例地域を通して具体的に取

り扱うようにすること。」(内容の取扱い)

と示されている。過密・過疎地域につい

て，事例を取り上げて人口ピラミッドを

作成させながら，それぞれの地域が抱え

る課題について考察させたい。

また，例えば，次のような視点から人

口問題を取り扱うことで，人口から見た

日本の地域的特色が一層理解できる。

(2) 資料を比較して考察させる例

2005年の日本の人口構成と1970年のそ

れとを比較考察させる例を考えてみる。

1970年の人口構成は図５の通りである。

この資料を基にして，1970年の人口ピ

ラミッドを作成すると図６のようになる。

図５

図６

図４と図６を比較してみると日本の人口

構成が急速に少子高齢化に推移しているこ

とが分かる。このことを人口ピラミッドの

作成を通して生徒に実感させたい。次に,

1970年と2005年の資料からそれぞれ幼少人

口(15歳未満)，生産年齢人口(15歳から64

歳)，老年人口(65歳以上)を計算させる。

さらに，各人口が総人口に占める割合を計

算させる。これを円グラフにして比較させ

ると，この35年間における日本の人口構成

の大きな変化が明らかになる｡(図７，図８ )

このような学習作業を展開することで，

生徒の資料活用能力を伸ばし，思考力や判

断力などを高めることができる。

以上，コンピュータで人口ピラミッドを作

成する方法と教材化の視点について述べた。

各学校での学習指導の工夫改善に生かしてい

ただければ幸いである。 (教科教育研修課)

図７ 図８

１ 国・都道府県・市町村ごとに人口ピラミッドを作成

し，その人口構成の特徴から今後の課題を考察させる。

２ 老年人口(65歳以上)，生産年齢人口(15歳から64歳)，

幼少人口(15歳未満)の割合の変化を考察させながら，

少子高齢化の進展について具体的に理解させる。

３ 発展途上国や他の先進国と日本の人口ピラミッドを

比較させながら世界と日本の人口問題を大観させる。

４ 自分の住む市町村の人口資料を収集し，その人口構

成を考察させることにより，人口問題をより身近な問

題として理解させる。


